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美智子皇后が ICAN、軍縮の意義を強調し、反ヘイトの意思を明らかに 

  

 美智子皇后が、今月 20 日の誕生日に際し、宮内記者会からの質問に答えるたちで文書を公表した。マスコミは

あまり報じていないが、その内容は、まるで改憲をして戦争のできる国づくりに邁進する安倍政権を牽制するかのよ

うな、極めて踏み込んだもの 

だった。  

 

皇后は、この1年を振り返るなかで、先日発表されたノーベル賞に「日本も関わる二つの賞の発表がありました」と前

置 いたうえで、日系イギリス人のカズオ・イシグロの文学賞受賞と並び、平和賞に「ICAN（核兵器廃絶国際キャン

ペーン）」が選ばれたことに言及。そして、この受賞を「大きな意義があった」と評価してこう綴ったのだ。 

〈平和賞は、核兵器廃絶国際キャンペーン｢ICAN｣が受賞しました。核兵器の問題に関し、日本の立場は複雑で

すが、本当に長いながい年月にわたる広島、長崎の被爆者たちの努力により、核兵器の非人道性、ひと度使用さ

れた場合の恐るべき結果等にようやく世界の目が向けられたことには大きな意義があったと思います。そして、それと

共に、日本の被爆者の心が、決して戦いの連鎖を作る｢報復｣にではなく、常に将来の平和の希求へと向けられて

きたことに、世界の目が注がれることを願っています。〉 

 

 周知のように、100 カ国超の NGO が参加し、日本からも 7 団体が加わっている連合組織である ICAN は、被爆

者の証言を聞く会合を開き、各国政府に直接働きかけるなどして、今年 7月の国連核兵器禁止条約の採択に貢

献。そのことが評価されてノーベル平和賞を受賞した。 

 だが、国連核兵器禁止条約の交渉にすらのぞまず、批准を拒否するという強硬な態度をとってきた安倍首相は、

ICAN の平和賞受賞には一言もコメントを出していない。 

 そのなかにあって、美智子皇后が誕生日文書のなかで ICAN について掘り下げ、その受賞の意義を大きく評価し

たのは対照的だ。しかも、これは一般論ではなく、明らかに核兵器廃絶の世界的潮流に争い、さらに北朝鮮の核・

ミサイル問題を利用して好戦的世論を扇動している安倍政権の動きを意識したものと解釈できる。 
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美智子皇后が ICAN、軍縮の意義を強調し、反ヘイトの意思を明らかに 

 

 実際、文書では〈戦いの連鎖を作る「報復」〉と、わざわざカッコに入れ、「報復」を強調するかたちで否定していた。

言うまでもなく、半島情勢は北朝鮮の“暴発”と、アメリカの先制攻撃、あるいは日米韓合同の報復攻撃による戦

争勃発が懸念されている。美智子皇后がこうした状況を念頭に置いていたとしても、何ら不思議ではない。 

 

 さらに文書のなかには、安倍政権が武器輸出入政策や防衛設備の投資、軍学共同政策、そして安保法や 9

条改憲などで進めようとしている“軍事国家化”に異議を唱えるようなくだりもあった。皇后は、アメリカ、フランスの政

権交代、イギリスの EU 離脱、各地でのテロの頻発など、世界情勢の不安定化について触れるなかで、中満泉氏

が日本人女性として初めての国連事務次長で、国連軍縮担当のトップである軍縮担当事務次長・上級代表に
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就任したことを〈印象深いこと〉として、このように記している 

 

〈｢軍縮｣という言葉が、最初随分遠い所のものに感じられたのですが、就任以来中満さんが語られていることから、

軍縮とは予防のことでもあり、軍縮を狭い意味に閉じ込めず、経済、社会、環境など、もっと統合的視野のうちに

捉とらえ、例えば地域の持続的経済発展を助けることで、そこで起こり得る紛争を回避することも｢軍縮｣の業務の

一部であることを教えられ、今後この分野にも関心を寄せていく上での助けになると嬉しく思いました。国連難民高

等弁務官であった緒方貞子さんの下で、既に多くの現場経験を積まれている中満さんが、これからのお仕事を元

気に務めていかれるよう祈っております。〉 

  

 一方、日本政府が今年国連に提出した核廃絶決議案では、核廃絶や軍縮に関する表現が大きく後退したと報

じられている。日本は核廃絶決議案を毎年国連に提出しているが、たとえば昨年まで「あらゆる核兵器使用」が

「破滅的な人道的結果」を招くと明記していた部分から「あらゆる」を削除。“一部の核兵器使用はありうる”と受け

取れる表現に変えたのである。 

 

 まったく“唯一の戦争被爆国”の政府の言葉とは思えないが、本サイトで報じてきたとおり、そもそも安倍首相自身、

本音では“核の保有や核兵器の使用は認められるべき”と考えている。実際、安倍は官房副長官時代の 2002 年、

早稲田大学で開かれた田原総一朗氏との対話のなかで「憲法上は原子爆弾だって問題ではないですからね、憲

法上は。小型であればですね」と語っている（「サンデー毎日」02 年 6 月 2 日号／毎日新聞出版）。また、2006 年

には「核兵器であっても、自衛のための必要最小限度にとどまれば、保有は必ずしも憲法の禁止するところではない」

と答弁書に記すなど、もとより積極的な核武装論者なのである。 

 

 美智子皇后の誕生日文書では他にも〈心に懸かること〉として、自然災害や原発事故からの復興ともに、〈奨学

金制度の将来、日本で育つ海外からの移住者の子どもたちのため必要とされる配慮〉をあげた。これは、在日コリア

ンの子どもたちなどに対する、政治状況を憂慮してのことだろう。  
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天皇も「退位のお言葉」で安倍政権を強くけん制するとの観測が 

 

 周知の通り、安倍政権下では嫌韓嫌中感情や外国籍の人々に対する排外主義、差別主義がはびこり、その風

潮にのって、各自治体で朝鮮学校への補助金停止が相次いでいる。また、小池百合子都知事は例年行なってい

た関東大震災時の朝鮮人犠牲者への追悼文を拒否した。天皇・皇后がヘイトスピーチ問題に強く関心を持ってい

ることは週刊誌などでも報じられてきたが、9 月には、私的旅行として、7 世紀に朝鮮半島から移り住んだ高句麗の

王族が祀られている、埼玉県の高麗神社を訪問、参拝している。 

 

 このとき、今上天皇は「韓国から移住した人々や、招へいされた人々によって、様々な文化や技術が伝えられまし

た」と述べ、わざわざ宮内庁楽部の楽師のなかに、朝鮮半島からの移住者の子孫がいることに触れたうえで、「こうし

た文化や技術が、日本の人々の熱意と韓国の人々の友好的態度によって日本にもたらされたことは、幸いなことだ

ったと思います」と非常に好意的に語った。 



 

 こうした一連の天皇・皇后の発言・行動を考えると、安倍政権のもとで起こっている好戦的ムードやヘイト的な空

気に対し、明らかに抵抗の意志を表しているように感じられてならないのだ。 

 

 美智子皇后は、6月に「天皇の退位等に関する皇室典範特例法」が成立したことを受け、今年の誕生日文書を

このように結んでいる。 

〈長い年月、ひたすら象徴のあるべき姿を求めてここまで歩まれた陛下が，御高齢となられた今、しばらくの安息の

日々をお持ちになれるということに計りしれぬ大きな安らぎを覚え、これを可能にして下さった多くの方々に深く感謝し

ております。〉 

 

 今上天皇が、美智子皇后とともに、戦後日本における象徴天皇と平和国家のあり方を模索し続けたことに異論

を挟む者はいないだろう。それは昨年の今上天皇の「おことば」を見てもあきらかだが、あらためて美智子皇后は今年

の誕生日文書でも「象徴のあるべき姿」という言葉を使って、平和国家としての日本の道のりを想起させたのである。 

 

 衆院選では優勢と伝えられる安倍自民党だが、選挙後に 9条改憲や緊急事態条項の創設を目指して大きく舵

をきるのは火を見るより明らか。そして、そこから自民党改憲草案のような、天皇を「元首」と位置づけ国民の人権を

大きく制限する改憲に次々と打ってでる可能性もある。 

 

 天皇の退位は 2019 年 3 月末日で調整中といわれるが、宮内庁周辺では、それまでに今上天皇が、皇太子に

向けるかたちをとりながら、安倍首相の平和を破壊する行為に対し強く釘を指すようなメッセージを出すのではない

か、とも噂されている。注目せざるをえないだろう。 


